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との関係  （実験 1）
【目的】 実験 1 の目的は、下肢の関節可動域 (7 項
目) が膝伸展・屈曲力に及ぼす影響について検討
することであった。























【目的】 実験 2 の目的は、下肢の関節可動域 9 項
目および脚筋力と運動能力との関係について検討
することであった。




ち上がり能力を評価するFive Times Sit-to-Stand 
Test、歩行能力を評価する 5-m Gait Test および移
























【目的】 実験 3 の目的は、下肢関節可動域 9 項目、
脚筋力、運動能力および転倒との関係を検討する
ことであった。










































た (Gehlsen and Whaley, 1990; Nitz and Low-Choy, 
2004)。本研究の知見は、ある項目と転倒の間に
因果関係が存在することを示すデータが得られた
としても、そのことから転倒の要因を断定するこ
とは危険であることを示すものである。一貫した
関連性が認められなかったことからは、転倒発生
の要因を最大公約数的に抽出することはできず、
転倒防止を目的に何らかの処置を施す場合、個々
人の身体的特性に目を向けることが重要であるこ
とが示唆される。
第 6 章　結　語
　本研究の結果から、(1) 転倒を防止するために
は、股関節と足関節の種々の可動域および膝伸展・
屈曲力を一定以上に保つことが重要であること、
(2) ある項目と転倒との因果関係を示すデータが
得られたとしても、それだけから転倒の要因を断
定することは危険であること、および (3) 転倒防
止を目的に何らかの処置を施す場合、個々人の身
体的特性に目を向けることが重要であることが示
唆された。
